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奥三面は、在来イワナの生息地！？

～遺伝子分析による在来イワナ調査について～
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１．在来イワナの保護とゾーニング

イワナは、近年、生息環境の悪化などにより、生

。 、息地や生息個体数が減少傾向にあります そのため

イワナ資源の増大に向けて、種苗放流や漁獲制限な

ど、様々な取り組みが全国で行われています。

一方、近年、遺伝的多様性の保存や遊漁者の天然

魚志向という観点から 在来イワナ を保護しよう、「 」

という機運が高まってきています（中村 2001 。）

しかし、在来イワナの生息地に人工種苗を放流す

ると、在来イワナと放流イワナが交雑し、在来イワ

ナが消滅してしまうことが指摘されています。その

ため、在来イワナの保護を行う川では、種苗放流は

基本的には行えません。このことから、現在では、

人工種苗を放流しないで在来イワナを保護する水域

や、遊漁のために積極的に放流を行う水域など、河

川の状況などに応じて漁場の使い分けを行う「ゾー

ニング」という考えが広まりつつあります。

２．在来イワナの生息分布調査の方法

それでは、在来イワナの生息地を知るにはどのよ

うにしたら良いのでしょうか。イワナは、生息する

河川や個体によって体の模様や形が異なっていま

す。しかし、体の模様や形からは在来イワナである

かを判別することはできません。そのため、在来イ

ワナの生息地を知るには、聞き取り調査によって、

イワナの生息範囲や種苗放流の実績、魚の遡上を妨

げる障害物の位置を把握することが必要になります

（中村 2005 。さらに、近年では、遺伝子分析によ）

っても、在来イワナの生息地であるかどうかをある

程度推定することが可能になりました。

在来イワナを判別するための遺伝子分析は、鰭な

どイワナの体の一部分で行えます。当場では、イワ

ナから腹びれを切り取り、それを濃度99.5％以上の

多めのエタノール液に浸して、持ち帰っています。

分析は、まず鰭から を抽出し、ミトコンドリDNA

ア チトクローム と呼ばれる領域の塩基配列DNA b

を読み取って、各個体の遺伝子型を決めます。そし

て、全国各地のイワナの遺伝子型と比べることによ

、 。って 分析個体が在来イワナであるかを判断します

最近 「川をきれいに」の呼びかけや地域住民等の監視により川に流入す、

る生活、工場排水等が浄化され、川の水がきれいなっているようです。川

にサケが多く戻って来ています。先日（ 月 日）アユ調査の時、小出の8 24

佐梨川で小学生数人が泳いでいました。町の中を流れている川でのこと、感激しました。魚の生息

環境が良くなると私たちの仕事場も良くなります。あちこちで川がきれいになったと言う声を聞き

嬉しい次第です 「山、川、海」に優しい人づくりが大切です。共に頑張りましょう （Ｔ・Ｕ）。 。
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３．新潟県における在来イワナ調査

先ほども述べたように、生息地全てで人工種苗の

放流を行うのではなく、地域固有の在来イワナがい

る生息地では、禁漁や生息環境を保全するなど在来

イワナに配慮した増殖手法の導入が必要となってい

。 、「 」 「 （ ）ます しかし 在来イワナの保全 と 漁業 遊漁

の振興」の両立が図られるイワナの管理手法はいま

のところ確立されていません。そこで、当場では、

水産庁の渓流域管理体制等構築事業によって、新し

い管理手法の確立に向けた研究を資源課・養殖課・

魚沼支場が協力して行っています。

本研究のうち、養殖課は遺伝子分析を担当し、平

成 年度には、在来イワナの生息地が新潟県にも17

存在するか遺伝子分析による調査を行いました。

全国的な遺伝子分析から、イワナの遺伝子型は大

きく つのグループに分けられました（Yamamoto4

et al. 2004 。それらのうち、 つのグループ（グ） 2

ループ と ）は、比較的長い間、周辺のイワナと3 4

の隔離されたことによって生じたと考えられまし

た。これらのグループの遺伝子を持つイワナが生息

している場所は、他の生息地からのイワナの移入が

長く制限されていたと推測され、在来イワナの生息

地の可能性が高いと考えられます。

本県における つの遺伝子グループの出現状況を4

見ると、三面川のイワナでグループ の遺伝子型が4

観察されました 図１ さらに 三面川では 全国（ ）。 、 、

でこれまで観察されていない独自の遺伝子型も見つ

かりました。

昨年度の調査から、三面川には在来的な遺伝子を

持つイワナがいることが示されました。このような

イワナは、奥三面ダム湖周辺や下流側の支流からも

（ ）、 、採捕され 図１ 在来的な遺伝子を持つイワナは

三面川流域広くに生息している可能性が考えられま

した。しかし、このような在来的な遺伝子型を示す

イワナがいる生息地全てが在来イワナの生息地と言

。 、 、うことはできません 何故なら 三面川においても

種苗放流が行われており、他の生息地のイワナと交

雑している可能性があるからです。そこで、三面川

に、おける人工種苗の放流状況を調べました。

図１ 調査地点ごとの遺伝子グループの出現状況

グループ ：長期間隔離によって生じた遺伝子グ4

ループ（在来的な遺伝子グループ）

その結果、奥三面ダム湖周辺で放流された人工種

苗はごくわずかであることがわかりました。また、

奥三面ダム湖周辺でのイワナの生息地は広く、数多

くのイワナが生息していると推測されます。

これらのことから、奥三面ダム湖周辺での種苗放

流の影響は限定的であり、奥三面地域は在来イワナ

の生息地である可能性が高いと考えられました。

本州における在来イワナの生息地は、ごくわずか

で消滅の危機に瀕しています。このように貴重な在

来イワナの生息地が、新潟県内にも残されている可

能性が遺伝子分析を通して示されました。

現在、当場では、水産庁の委託を受けて、奥三面

ダム湖周辺を対象に、禁漁による増殖効果や「ゾー

ニング」を導入した場合の利点・問題点に関する調

査を行っています。今後は、本調査で得られた成果

を踏まえて、在来イワナの生息地としての保全・利

用のあり方も考えていきます。
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コイヘルペスウイルス（ ）の消毒方法KHV

唐 木 沢 秀 之病理環境課 主任研究員

１．コイヘルペスウィルス（ ）を防ぐにはKHV

は自分の遺伝子（設計図）を宿主（コイ）KHV

の細胞に注入し、自分のコピーを大量につくらせる

ため、コイの正常な生命活動を妨げます。

その際、 は増殖に必要な道具（酵素や栄養KHV

など）をすべてコイの細胞から調達します。薬で

の増殖を抑えようとすると同じ道具を使ってKHV

いるコイの生命活動をも阻害するので、特効薬の開

発が非常に難しいと言われています。

従って、 病の被害にあわないためにはウィKHV

ルスを池に入れない努力が非常に重要です。そのと

きに、池や器材などの消毒が必要になります。

２．ウィルスの消毒（不活性化）

最近の研究から の消毒に効果がある薬剤がKHV

わかってきています（表１ 。）

1）塩素剤（次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ、ｶﾙｼｳﾑ）

の塩素液に網や水槽などの器材を漬けた200ppm

り、器材に噴霧して消毒します。皮膚への刺激性が

強いため、原液を扱う際はマスク、メガネ、手袋等

で、体に直接付着するのを防いでください。

水を消毒する場合は 相当量の塩素剤を池15ppm

全体に拡散するように散布し、よく混ぜます。

塩素は魚への毒性が非常に強いため、飼育水への

混入には十分に注意し、排水する場合はハイポ（チ

オ硫酸ナトリウム）で中和するか、数日放置して分

解させましょう。

2）アルコール（エタノール）

スプレー容器に入れて、塩素が使えない手などを

消毒します。揮発しやすいので、ふた付きの容器で

保存します。魚への毒性はあまりありません。

3）逆性せっけん（塩化ベンザルコニウム）

あまり揮発しないので、長靴の消毒槽等に適して

います。魚への毒性はあまりありません。

以上の消毒剤は、汚れた器材や水を消毒すると効

、 。果が低下しますので 定期的に消毒液を交換します

ウィルスは目に見えません。 に汚染されてKHV

いないと思っても、手足や器具等の消毒をこまめに

することが を防ぐ効果を高めます。KHV

4)その他

℃以上の加熱や乾燥、紫外線にも は弱い50 KHV

ことが分かっていますので、上記薬剤で消毒した後

に天日等で乾燥させれば、消毒の効果はより一層向

上します。

また、用水の除菌に使われている安定化二酸化塩

素製剤は、 には効果がないという実験結果がKHV

あるので、注意して下さい。

． （ ）３ の感染を広げないために 愛好家の方へKHV

どんなに几帳面に消毒をしていても、魚の持ち込

みにルーズだと、愛鯉が に感染する可能性がKHV

高くなりますので、安全な人から入手して下さい。

他から鯉を持ち込む場合は が発症しやすいKHV

水温( ～ ℃くらい)で、一定期間（ 週間）以18 25 3

上は隔離飼育をして、状態を観察しましょう。この

期間は が発症する可能性があるので、飼育器KHV

材も隔離池専用にして、万が一の場合でも他の池へ

感染を広げないように注意して飼育して下さい。

表１ に有効な消毒剤と使用方法KHV

消毒剤 使用濃度 製品濃度 使用方法 注意点

塩素剤 200 12％液 水1ﾄﾝあたり1.7ﾘｯﾄﾙ ・揮発しやすく、劣化が早いppm
(次亜塩素酸Na,Ca) (15 ) 水1ﾄﾝあたり125cc ) ・塩素臭がしないと効果なしppm* *(

・飼育水への混入に注意する
70％ 水1ﾄﾝあたり280g ・排水する前に揮発か中和で
（さらし粉） (水1ﾄﾝあたり22g ) 塩素の効果をなくす*

ｱﾙｺｰﾙ(ｴﾀﾉｰﾙ) 70％ 100％ 水道水で7：3にわる ・スプレーで吹き付ける

逆性せっけん 0.1％ 10％液 水1ﾘｯﾄﾙあたり10cc ・長靴の消毒槽、手洗い槽で使う

*:カッコ内の濃度で塩素を添加すれば飼育水の消毒は効果のある に達する。ただし、よくかき混ぜること。3ppm
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おいしいニジマスの作り方（バイテク処理）

井 熊 孝 男魚 沼 支 場 主任研究員

支場では｢成長が良い｣｢病気に強い｣｢おいしい｣ニ

ジマスを作るため、バイオテクノロジー技術を用い

て３倍体魚の種苗生産、養殖試験を行っています。

今回は( )３倍体の基本的な作り方、( )全雌生産1 2

用のニセ雄の作り方、( )全雌３倍体の作り方につ3

いて説明します。

図１ バイオテクノロジー技術の模式図

１．３倍体の基本的な作り方

３倍体の作り方の大まかな流れを図１の①に示し

ました。通常３倍体の受精卵を大量に作るときは、

受精 分後の卵を温水で ～ 分間(温度により10 10 20

時間は変わる)暖めるという方法を用います。

２．全雌生産用のニセ雄の作り方

( )全部が雌の卵(受精卵)の作り方1

全部が雌になる卵の作り方を図１の②に示しまし

た。この方法は、第 極体放出阻止型雌性発生(雌2

性発生)といい、生まれてくる魚は全部雌となりま

す。温水処理より圧力処理の方が確実な処理方法に

なりますが、卵の処理量が少ないのが欠点です。

( )雌を雄にする方法(ニジマス、ヤマメ等の場合)2

全部が雌になる卵がふ化し、餌を食べ始めるよう

になったら、雄にするホルモンを加えた餌を約 ヶ2

月間食べさせます。すると、雌の遺伝情報を持った

温水処理

３倍体

温水処理

or圧力処理

紫外線照射

雌性発生全雌２倍体

受精
受精

① ３倍体の作り方 ② 全部が雌になる卵の作り方

雄が出来ます。この魚を一般的にはニセ雄といいま

す。ニセ雄の精子は雌の遺伝情報だけを持ち、普通

に受精をすると生まれてくる魚は全て雌になりま

す。 回のバイテク技術で全雌魚を作り、ニセ雄化1

してしまえば、後はニセ雄と普通雌の交配の後ホル

モン入りの餌を食べさせるだけで、ニセ雄生産が可

能となります。

３．全雌３倍体の作り方

全雌３倍体は、図１の①の精子を、２．で説明し

たニセ雄の精子に変えるだけです。これにより、雌

だけの３倍体(全雌３倍体)が出来ます。

○なぜ、全雌にしなければならないのか？

一般的に３倍体は 成熟しない(卵巣や精巣の発育、

がなく婚姻色が出ない)といわれ 産卵期に成長が止、

まらないことで２倍体(普通の魚)よりも大きくなる

と考えられています。しかし、実際にはニジマスな

どのサケの仲間では、３倍体の雄は成熟し、受精能

力を持つ精子を形成することが確認されており注意

が必要です。また、成熟した魚は、長期にわたり肉

質の低下、成長の停滞が起こり、さらに婚姻色も消

えないため見た目も良くないなどの欠点が現れま

す。これらのことから、おいしい魚を効率等良く生

産するために全雌にする必要があります。

○おいしいニジマスを作るための研究

おいしいニジマスを作るために、全国の水産試験

場でも同様な技術を使い新しい魚を作っています。

例えば 栃木県ではニジマス全雌３倍体を｢ヤシオ、

マス｣ 長野県ではニジマスとブラウンマスの掛け合、

わせで｢信州サーモン｣、愛知県ではニジマスとアマ

ゴ、ニジマスとイワナで｢絹姫サーモン｣などのブラ

ンド魚の製品化に取り組んでいます。当場でもブラ

ンド魚生産に向けた試験研究を進めており ｢魚沼コ、

シヒカリ｣｢越後姫(イチゴ)｣等のブランド農産物と同

じように新潟県産ブランド魚を、皆様に食べていた

だくよう、これからも努力していきますので応援よ

ろしくお願いします。
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